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算点を算出する。また、「施工体制評価点」
は下記Ìの評価項目を評価して算出する。
なお、「施工体制評価点」の低い者に対して
は「加算点」を減ずる場合がある。
Ê 技術提案［ＶＥ提案］の項目として「覆
工コンクリートのひび割れの抑制及びイ
ンバートコンクリートの品質管理に係わ
る具体的な提案」

Ë 工事全般の施工計画
Ì 施工体制（施工体制評価点）

} 第１号３]}に同じ
~ |Ê、Ë、Ìの評価項目について、共通
仕様書、特記仕様書及び関係法令を遵守し、
一般的な施工機械により施工（詳細は入札
説明書参照。）及び管理する方法を用いて作
業を行う者で、入札説明書等に記載された
要求要件を実現できると認められる場合に
標準点（100点）を与え、さらに|Êの技
術提案［ＶＥ提案］及び|Ëの工事全般の
施工計画並びに|Ìの施工体制の内容に応
じて、それぞれ加算点及び施工体制評価点
を算出し与える。なお、|Êの技術提案［Ｖ
Ｅ提案］を行わない者は、|ËÌの内容に
応じて、それぞれ加算点及び施工体制評価
点を算出し与える。

� |Êの「覆工コンクリートのひび割れの
抑制及びインバートコンクリートの品質管
理に係わる具体的な提案」の技術提案［Ｖ
Ｅ提案］については、予定価格の制限の範
囲内の入札参加者のうち、提案内容に応じ
て、それぞれ、Ö（30点）、Õ（23点）、Ô

（15点）、Ó（８点）、Ò（３点）及び不採
用により評価を行い加算点を与える。
|Ëの「工事全般の施工計画」について
は、予定価格の制限の範囲内の入札参加者
のうち、内容に応じて、Ö（30点）、Õ

（23点）、Ô（15点）、Ó（８点）、Ò（０
点）により評価を行い加算点を与える。な
お、未提出である又は全ての提案が不適切
である場合は欠格とする。

^ ]|Ê、Ëの評価基準の詳細は入札説明書
による。

_ ]|Ê「覆工コンクリートのひび割れの抑
制及びインバートコンクリートの品質管理に
係わる具体的な提案」については、受注者の

責により入札時の評価内容が実施されていな
いと判断された場合は、ペナルティとして、
工事成績評定を減ずることとし、未実施の評
価項目毎に５点減ずる。

` ]|Ëで求めた、工事全般の施工計画につ
いては、履行状況から、受注者の責により入
札時の評価項目の内容が実施されていないと
判断された場合は、工事成績評定を減ずるこ
ととし、５点を減ずる。

４ 入札手続等
\～` 第１号４\～`に同じ
a 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、電子入札システムに
より提出すること。ただし、発注者の承諾を
得た場合は紙により持参又は郵送もしくは託
送（書留郵便等、記録の残るものに限る。）す
ること。
{～| 第１号４a{～|に同じ
} 郵送等による入札の受領期限は、平成27

年１月28日12時00分 送付先は、関東地方
整備局総務部契約課契約第一係。
開札は、平成27年２月２日11時00分 関東
地方整備局総務部契約課にて行う。
なお、落札決定の日は開札の翌日（土曜日、
日曜日及び祝日は除く。）を予定する。

５ その他
\～a 第１号５\～aに同じ
b 本工事に係る申請書及び資料の提出にあ
たって、技術提案［ＶＥ提案］により施工し
ようとする場合は、その内容を示した技術提
案書［ＶＥ提案］を提出すること。ただし、
技術提案［ＶＥ提案］が適正と認められなかっ
た場合においては、標準案により入札に参加
ができる。
また、標準案に基づいて施工しようとする
場合は、標準案によって入札に参加する旨を
記載した書面を提出すること（詳細は入札説
明書参照。）。

c～Ê 第１号５b～D̂に同じ
F̂ 競争参加資格の確認の通知において、ＶＥ
提案により競争参加資格を認められた者は当
該提案に基づく入札を行い、標準案を提出し
た者は、標準案に基づく入札を行うことを条
件とし、これに違反した入札は無効とする。

Ĝ～Ĵ 第１号５Ê～Ĥに同じ

６ Summary

\～] The same with notice above(No. 1)

^ Subject matter of the contract : Construc-

tion work of the Chubu-Oudan Shiroyama

sono2 tunnel.

_～a The same with notice above(No. 1)

入 札 公 告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付します。
平成 26年 10月 23日

支出負担行為担当官
中部地方整備局長 八鍬 隆

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 23

〇第１号
１ 工事概要
\ 品目分類番号 41

] 工事名 平成26年度加茂川排水機場ポンプ
設備工事（電子入札対象案件）

^ 工事場所 岐阜県加茂郡坂祝町酒倉
_ 工事内容 主ポンプ設備（立軸斜流ポンプ
口径1¶350¤）２台分、主ポンプ駆動設備
（ディーゼル機関440W）２台分、動力伝達
装置 ２台分、系統機器設備（地下燃料貯油
槽、天井クレーンを含む）１式、除塵設備（水
平・傾斜ベルコンを含む）１式、電源設備（自
家発電設備200KVA更新を含む）１式、操作
制御設備 １式、撤去工 １式

` 工期 契約締結日の翌日から平成29年３月
17日まで

a 使用する主要な資機材 別冊図面及び別冊
仕様書のとおり

b 本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律」（平成12年法律第104号）に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務付けられた工事で
ある。

c 本工事は、価格以外の要素と価格を総合的
に評価して落札者を決定する総合評価落札方
式のうち、企業・技術者の能力等、品質確保
のための体制、その他の施工体制の確保状況
を確認し、施工内容を確実に実現できるかど
うかについて審査し、評価を行う施工体制確
認型総合評価落札方式（技術提案評価型Ｓ型）
の試行工事である。

なお、上記取り組みの詳細については、国
土交通省中部地方整備局ホームページアドレ
ス：http://www.cbr.mlit.go.jp/「企業と自治
体」`「入札・契約情報」`「工事」`「総
合評価運用ガイドライン（工事関係）」に記載
されているとおりである。

d 本工事は、契約締結後に施工方法等の提案
を受け付ける契約後ＶＥ方式の対象工事であ
る。

e 本工事は、40歳以下の技術者を主任技術者
又は監理技術者にて配置する場合、工事成績
において評価する「若手技術者登用・育成工
事」の試行である。

Ĉ 本工事は、発注者が、応札者に歩掛見積書
の提出を求め、妥当性が確認できた歩掛見積
書を予定価格に反映させる試行工事である。

D̂ 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたいものは、発注者の
承諾を得て紙入札方式に代えることができ
る。

Ê 本工事は、総価契約単価合意方式の対象工
事である。本工事では、受発注者間の双務性
の向上とともに、契約変更等における協議の
円滑化を図るため、契約締結後受発注者間の
協議により総価契約の内訳として単価等を合
意することとする。なお、本方式の実施にあ
たっては、「総価契約単価合意方式実施要領」
及び「総価契約単価合意方式実施要領の解説」
（http://www.cbr.mlit.go.jp/architecture/

kensetsugijutsu/soukakeiyaku/index.htm 参
照）に基づき行うものとする。
また、実施方式については、単価等を個別
に合意する方式（以下「単価個別合意方式」
という。）によることとする。なお、協議開始
の日から14日以内に「単価個別合意方式」に
よる協議が整わない場合は、「単価包括合意方
式」にて行うものとする。

２ 競争参加資格
\ 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165

号）第70条及び第71条の規定に該当しない者
であること。

] 中部地方整備局（港湾空港関係を除く。）に
おける機械設備工事に係る一般競争参加資格
の認定を受けていること（会社更生法（平成
14年法律第154号）に基づき更生手続開始の˜
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